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適切ではない指導方法が歯のケガと関連することを検証  

 
＜ポイント＞  
Ø 宮城県スポーツ少年団に所属する、小・中学生の男女（7,333 名、年齢：6－15 歳）を対象と

してアンケート調査を実施し、解析を行った。 
Ø 歯のケガ（歯が欠けたり、揺れたり、抜けたりしたことがある）は一般的に男子で顕著である

ことは知られていたが、スポーツ少年団団員でも同様であった。 
Ø 適切ではない指導（少ない休憩や体罰、暴言）を経験した男子では歯のケガが多かった。 
＜研究成果の概要＞  
この研究は東北福祉大学、東北大学大学院医学系研究科（スポーツ・運動機能再建医学寄附講座：

萩原嘉廣准教授、運動学分野：永富良一教授）、宮城県体育協会、宮城県スポーツ少年団との共同研

究です。宮城県スポーツ少年団に所属する団員（6―15歳、7,333名）の内、有効な回答が得られた
5,735名を対象として、団員の歯のケガと指導方法との関連について検討しました。 
歯のケガは、全体の 13.3%（763/5,735名）で認められました。男子で多く（14.3%， 592/4,132

名）、女子（10.7%，171/1,603 名）と比較しておおよそ 1.5 倍でした。また、男子では歯のケガが
「休憩が少ないと感じる」、「指導者からの暴言を経験した」、そして「指導者からの体罰を経験した」

場合に多いことが明らかとなりました。しかしながら、女子ではそのような傾向は認められません

でした。 
少年期の適切な運動習慣は成長・発達を促す上で非常に重要で、しかも将来的なメタボリックシ

ンドロームとの関連も報告されています。しかし、少年期のスポーツ活動によるケガのため、その

活動を途中で断念せざるを得ない場合もあります。本研究は、適切でない指導方法が歯のケガと関

連することを明らかにしました。指導方法を含めて、子供の運動環境を整えることが子供の歯のケ

ガを減らし、スポーツをより長く楽しむことに繋がるものと考えられます。 
＜論文発表の概要＞	
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＜研究の背景と経緯＞  
近年、子どもが身体を動かす機会が減り、メタボリックシンドロームの増加が懸念されています。

そのような背景からも、スポーツ少年団などの少年期に行うスポーツ活動は、子どもの体力や運動
能力の発達を促す重要な手段として位置付けられています。しかし、スポーツ活動中のケガは依然
として大きな問題であり、その中でも歯に関するものが多いのが実情です。歯のケガは痛みだけで
なく、見た目の問題にも関係し、スポーツ活動を諦める理由となる場合もあります。 
スポーツ活動時の体のケガの要因として、身体面や心理面だけでなく、監督やコーチからの適切

とは言えない指導方法が影響することが報告されています。しかしながら歯のケガと指導方法との
関連について検討した研究はありません。 
＜研究の内容＞  
一般的なスポーツによる体のケガと同様、適切とは言えない指導方法（休憩の少なさや暴言・体

罰の有無）と歯のケガとの関連を調査しました。宮城県体育協会、宮城県スポーツ少年団の協力に

より、宮城県スポーツ少年団に所属する団員のアンケート調査の回答（7,333名）を用いて解析を行
いました。 
歯のケガ（欠けたり、揺れたり、抜けたりしたことがある）は全体で 13.3％が経験し、その中で

も男子が女子のおおよそ 1.5倍高いことが分かりました。男女別に解析した結果、男子の歯のケガに
ついては、適切とはいえない指導（休憩が少ない、暴言や体罰の経験）を受けた場合で関連があり

ましたが、女子ではその傾向は認められませんでした。 
 
歯のケガについては、スポーツを開始する年齢からの早期介入、予防に努めることが 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜まとめ＞  
スポーツ活動時の歯のケガについては、マウスガードの装着は非常に有効です。しかしながら、

今回の対象者のような、歯の生え変わり時期の子ども達ではその使用に限界があります。今回の結

果は、運動環境の一つである指導方法が、スポーツ活動時の歯のケガに関連し、特にその影響が男

子で大きいことが示されました。ただ、女子が歯のケガを原因として、スポーツを早めに辞めてし

まっている可能性は除外できません。 
運動習慣は子どもの成長発育にとって非常に重要です。スポーツを長く続けるためにも、少年期

でのケガの予防に努める必要があり、安全で適切な運動環境への配慮が子供たちの『生涯スポーツ』

に繋がるものと考えます。 
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